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９月受け付け分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意を頂いております。

９月受け付け分（敬称略）

地区名 亡くなった方 満年齢
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篠南川柳会　　

千代子さん　（正木）

▶川柳人をご紹介します

知り合いの誘いを受け、私が篠南川柳
会に入会したのは約15年前になります。
　 当時は川柳会を指導していた正木地区
の国松幸

ゆ き え

枝先生から川柳の流れや基礎
を学びました。その時は会員が少なく大変
なことも多かったですが、会を続けてきた
おかげで人数も増え、現在も楽しく句を詠
むことができています。
　 私も８0歳を過ぎましたが、これからもみ
んなと一緒に頑張って、会に一人でも多く
入っていただけるように続けていきます。※名前は、 川柳名です。


